
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、施設の臨時休館又は、イベントを中止することがありますのでご理解願います。

特集特集

▼問い合わせ先＝企画課　財政係　☎　９１１９56

会計別予算額

主な重点事業　（◎は令和２年度の新規事業）

●歳入の特徴 ●歳出の特徴

令和２年度一般会計予算
～『共に創る　次代に輝く　安心・活力のまち』の実現に向けて～

１１６億８００万円　町税は、町民税等の減収を見込み、前年度から約６

千万円の減額となります。

　町債は前年度から約２億９千万円の増となっており、

地方交付税の代替措置である臨時財政対策債の他、

体育センター改修事業などの事業の財源となる借入れ

を行います。

　財源の不足分に充てるため、繰入金として財政調整

基金等の取り崩しを行います。

　町税の減や町債の増等により、自主財源の割合が相

対的に引き下げられ、前年度比３．１ポイントの減と

なっています。

令和２(２０２０)年度の当初予算が３月議会にて可決されました。
このうち、主に一般会計予算についての概要をお知らせいたします。

“安心安全・定住”のまちづくり
●消防施設整備事業【８，１２６万円】
　消防団員詰所新築工事（第１分団第２部）、消防ポンプ
自動車更新（第３分団第２部、第３分団第３部）など

◎消防団員自動車運転免許取得費補助【２１万円】
　消防団員の準中型免許取得・オートマチック限定解
除のための経費の一部を助成

●河川事業【７，６５０万円】
　赤沢川（石田地内）の護岸整備など

“子ども・健康・福祉”のまちづくり
◎医療用ウィッグ等購入費助成事業【１０５万円】
　がんの治療を行っている方へ、医療用ウィッグ　  
　及び乳房補整具の購入経費の一部を助成

●教師用指導書等整備事業【１，９４７万円】
　教科用図書の指導書、指導者用デジタル教科　
　書の更新及び追加整備

“人・文化・スポーツ”のまちづくり
◎いちご一会とちぎ国体事業【３７４万円】
　国体開催のＰＲや、フェンシングの普及活
動のための経費

●体育センター改修事業【３億４７７万円】
　国体会場の耐震補強・大規模改修・増築工事
◎富士山公園駐車場整備【６，７００万円】
　国体会場の駐車場整備

　歳出では、民生費が３６．３％と一番高い割合を占め

ています。児童医療費助成や保育所等の運営経費給付

等の子育て支援、高齢者や障がい者への支援など、福

祉対策のための経費です。

　教育費では、ＩＣＴ・プログラミング教育の推進や、学

校施設の整備など、子どもたちの教育環境を整えるた

めの事業を引き続き実施していきます。

　令和４(２０２２)年開催の「いちご一会とちぎ国体」へ

向けた準備として、教育費では、国体のＰＲや上三川町

の開催競技であるフェンシングの普及活動、そして、会

場となる体育センターの改修事業を行います。また、土

木費では、会場周辺の整備のため、公園通り整備事業や

富士山公園駐車場整備を実施します。

　一般会計は、幼児教育・保育の無償化のた
めの費用や、町庁舎の修繕工事、体育セン
ターの増改築の実施等により、予算額は前年
度から約４億円の増となりました。

　各特別会計は、それぞれ保険税や使用料
などの特定の収入を使って特定の事業を行う
ための会計です。
　一般会計とは区別し、個別に経理していま
す。

　一般会計予算の詳しい事業概要や、公営企業会計
となる水道事業会計予算及び下水道事業会計予算な
どについては、町ホームページをぜひご覧ください。

令和２年度当初予算 前年度比

一般会計

一般会計予算の概要

地方消費税交付金・地方交付税等
【１０億９２９万円】
消費税や所得税などの国税から
町へ配分されてくる額

商工費【２億１，１６５万円】
商工業の振興のために

農林水産業費【６億１，０８７万円】
農林水産業の振興のために

消防費【６億２，５８７万円】
消防活動・地域防災活動などに

衛生費【７億１，７９５万円】
健康増進やごみ処理などに

公債費【８億４，２０５万円】
借入金の返済のために

土木費
【１５億１，８２０万円】
道路・公園・河川の整備などに

民生費【４２億１，２９９万円】
児童や高齢者、障がい者等の
福祉の向上に

その他【１億２，１８７万円】
議会費・労働費など

教育費【１３億９，０３６万円】
小中学校の運営や、スポーツ・文化の振興に

総務費【１３億５，６１９万円】
戸籍や徴税の管理・まちづくりなどに

繰入金
【８億２，３６４万円】
基金（預貯金）を取り崩すお金

繰越金・諸収入等【３億９，０４３万円】
前年度からの繰越金やその他の収入等

町債【１２億円】
長期間にわたり銀行などから
借り入れるお金（借金）

国・県支出金
【２４億７，８２６万円】
国や県から使い道が決められて
渡されるお金

依存財源
　国や県により決められた額を交付される、
または割り当てられる収入です。

１１６億８００万円

１７４億５００万円

５７億９,７００万円

２９億２,０００万円

２２億６,８００万円

２億８,０００万円

３億２,９００万円

特別会計

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療

農業集落排水事業

計 ２．０％

１．９％

３．３％

-３．３％

-１．１％

０．９％

３．６％

歳入

８.８％

１０.３％

２１.３％

４９.２％

自主財源
５９.６％

依存財源
４０.４％

７.１％３.３％

１３.１％１２.０％

１１.７％

７.２％

６.２％

５.４％

５.３％

歳出
（目的別）

３６.３％

１.０％

１.８％

歳　出

歳　入

自主財源
　町税や基金の取り崩しなど、
町が自ら得られる収入のことを
いいます。

町税【５７億６３８万円】
町民税や固定資産税などの
町に納めていただいている
お金
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